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編集委員より

　新型コロナ感染拡大が止まりません。世界での感染者数は連日最高

値を更新し、日本国内でも感染者数が一度は減少したものの増加の一

途をたどるばかりです。さらに、地球温暖化の影響か、「近年まれに見

る豪雨」が頻繁に起きています。令和2年7月豪雨対策予算として、政府

は4000億円を充てるとしています。この予算は予備費から捻出するとの

ことですが、国の財政の健全性も気になります。既に令和2年度の補正

予算が2度組まれており、令和2年度の歳出は160兆円を超えています。

当初予定の約102兆円から58兆円も増えています。国の主な歳入は税収

等から得られる約64兆円です。その他は約58兆円の公債で賄われてい

ます。景気の悪化で歳入は落ち込む一方で、公債は増加し、約932兆円

に達しています。その利払いは、8.5兆円と超低金利の恩恵で低く抑えら

れていますが、金利は下がったままとしても公債残高が増え続ければ利

払いも増え、これをまた公債で賄うような財政が持続可能かどうか不安

なしとはいえません。スイスでは、土地があまりにも高騰したため、親

子三代で100年の住宅ローンを組む事例が少なくないようですが、日本

では公債返済のために何世代かかるのか気が遠くなります。途上国であ

ればインフレになっていることは明らかですが、日銀が公債の引き受け

を無制限に行うことで事なきを得るのでしょうか。一方、為替市場にお

いて安全通貨といわれる円は安定しており、むしろ円高の傾向も見られ

ます。どうやらこの苦境からの脱出の成否は、外国政府の財政状況や

海外の市場との相対的な関係にありそうです。かかる状況を打破するた

めにも、Society5.0にうたわれるような社会構造の変革を迅速に実行に

移していくことが求められます。地球温暖化、少子高齢化といった従来

の課題に加えて、感染症対策という喫緊の難題を解決するのが、本稿

に掲載されている技術であることを願ってやみません。

迫られる社会構造の変革
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編集後記
　今、世界中がCOVID-19感染の猛威に直面している。あらゆ

る分野への打撃は計り知れないものであり、感染の阻止と社会

経済再開のバランスを取る困難さに立ち向かっている。

　この危機的状況においても、未知の病気への悲観論を拡げ続

けるわけにはいかない。今までの経験や技術、新しく得た知識、

全てをもって、命を守ることと経済活動の活発化の両立に向け、

動き続けることが必要である。こうした社会・企業・各人の適応は、

危機的状況を乗り越えるだけでなく、事態の終息後には、社会

システムの大きな変革をもたらすのではないだろうか。

　価値観・働き方・生き方が、大きな転換期を迎えることが予想

される今日。本号の特集は、「COVID-19感染拡大下でのICT」、

様々なフィールドで、ICTを利活用して何ができるか。ぜひご精

読下さい。
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